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9 【施工における　課題・問題点　等】

固結工(スラリー撹拌)の施工における課題が2つあり、①出来形計測のため杭頭まで掘起し、水替え

を行いつつ完了するまでは、次の工程に進むことができない。②施工前に杭芯位置の目串の設置時間、

地盤改良機の移動等により変位する可能性があり、位置合わせの際にトータルステーション等により

確認を行う時間が必要となる。以上の課題から、ICT地盤改良機を使用した情報化施工を実施した。

10 【実　施　内　容】

課題を解決するため、ICT地盤改良機を使用した情報化施工を実施した。

地盤改良工の対象範囲を決め、設計データとしてICT地盤改良機に反映し施工した。

杭芯位置の目串は、必要最低限とし地盤改良機の車載モニター表示と同じであることを確認した。

施工中は、最初の杭芯をワンマン観測可能なトータルステーションを用いて確認した以降は、

車載モニターの表示に従い杭芯位置への移動・施工を行った。

出来形計測については、キャリブレーションでの撹拌翼形状確認・施工履歴データにより行い、

杭頭までの掘起し等は省略した。

11 【実　施　結　果】

ICT地盤改良機を使用した情報化施工により、課題①は掘起しによる杭頭確認を省略でき掘削1日、

出来形計測・写真撮影2日間の合わせて3日間を短縮でき、次工事の作業を開始できた。

また、掘削に係る人員の省力化、出来形計測・写真撮影等により拘束される元請職員が別の仕事を

できる等、生産性向上の効果は大きい。

課題②は、杭芯位置の目串を再設置する時間及び人員の省力化につながった。一日当たり平均10本を

施工したことから杭芯位置の確認時間が3分/本とすると一日当たり30分施工時間を多く確保できた。
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【実　施　内　容　等】

地盤改良工対象杭

（様式―２）　　


